
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 全ての授業の土台となる学級経営の徹底 

〇学級に受容的な雰囲気や聴き合う風土が構築され、児童が安心して授業に臨めるよう学級経営（フリー

トーク、ほめ言葉のシャワー、価値語、成長ノート）を校内研修に位置づけ学校全体で取り組んでいる。 

 

２ 学級経営の土台の上に、組織的な授業改善の取組を構築する 

〇学校全体で取り組む学級経営四つの取組を土台に、校内研修ともリンクさせながら授業研究を行ってい

る。校内研修では、年間 7回の授業研究会の後に事後研を行ったり、年間５回程度の外国語と総合的な

学習の時間のスキルアップ研修や ICT活用研修を行ったりして教員全体の指導力向上につなげている。 

〇新大分スタンダードの要素を含めた「授業観察シート」を用いながら、年間一人最低２回、指導教諭等

による授業観察を行い、その都度指導（事後研）を行っている。また、授業の結果を数値化し、目標管

理シートにも反映している。 

〇校内研究にチーム研（３グループ）を設定し、ファシリテーターを中心に、研究テーマの「自己調整学

習」に合わせて、年間を通して互見授業や実践交流等を行い、授業改善につなげる。 

 

３ 資質・能力の育成をめざし、文部科学省や大分県教育委員会の指導をふまえた授業改善を進める 

〇学習指導要領に基づき、付けたい力（資質・能力）を明確にした授業を日常的に行っている。 

○県の改善の重点を基に、本校での各教科・領域の授業改善を図る取組を考え、実践をしている。また、

年間通算 25本、県の指導主事や大分大学の教員を招聘し、授業等について指導・助言をもらっている。 

〇全国学力学習状況調査の結果を、全国の国立小学校と比較し、目標値等を定めている。結果の公表後、

指導教諭の分析を基に、継続して取り組むこと・授業改善が必要なことを全教職員で共通理解した後に、

実際の問題を全員で解いて日々の授業改善につなげている。 

〇内容ベースでなく、資質・能力ベースで編成したカリキュラムをもとに授業を展開している。年間通し

てその見直し（カリキュラム・マネジメント）を行い、教科横断的に指導事項を関連させて効率よく指

導している。また、単元を通して付けるべき資質・能力や学習内容を捉えて授業を進めている。 

 

４ 全校で取り組んでいる「外国語」「生活・総合的な学習の時間」の知見を、他教科にいかす 

〇外国語科や外国語活動、総合的な学習の時間など、目的意識や相手意識を明確にした単元構想を確実に

行っている。総合的な学習の時間における探究サイクルを、各教科の単元構想に活用している。 

 

５ どの教科においても日常的に情報を活用した言語活動に取り組む 

〇研究テーマに「自己調整学習」を位置づけ、日常的に「自ら学ぶ」を意識した授業を行っている。 

〇自分の考えだけではなく、友達の考えを説明する場（対話的学び）を多く設けている。 

〇国語で出題されたような資料をもとに自分の考えをまとめたり発表したりする学習を、各教科だけでな

く、特別活動や総合的な学習の時間において日常的に取り組んでいる。 

 



 

 


